
「
ふ
じ
し
ま
秋
ま
つ
り
」

が

日
（
日
）、
藤
島
体
育

26

館
で
開
か
れ
ま
す
。

「
つ
や
姫
の
里
の
収
穫

祭
」
を
テ
ー
マ
に
、「
Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
秋
ま
つ
り
」

や

回
を
重
ね
た
「
日
本

25
藁
文
化
大
祭
」
な
ど
会
場

い
っ
ぱ
い
を
使
っ
て
盛
大

に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
い
も
煮
と

つ
や
姫
お
に
ぎ
り
の
販
売

(

５
０
０
円)

、
収
穫
感
謝

も
ち
つ
き
大
会
（
無
料
）、

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
（
米
粉
）

カ
フ
ェ
。

つ
る
お
か
食
の
祭
典
２

０
１
４
で
は
、
今
年
は
機

能
性
野
菜
「
す
い
お
う
」

の
試
食
と
レ
シ
ピ
紹
介
で

す
。

平
成

年
か
ら
藤
島
地

17

域
で
栽
培
を
行
っ
て
い
る

サ
ツ
マ
イ
モ
「
す
い
お
う
」

は
、
豊
富
な
栄
養
を
持
ち
、

抗
酸
化
作
用
や
血
圧
・
血

糖
値
の
上
昇
抑
制
作
用
、

メ
ラ
ニ
ン
生
成
抑
制
作
用

な
ど
、
様
々
な
機
能
性
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ェ
フ
の
お
す

そ
わ
け
コ
ー
ナ
ー
で
は
食

の
都
庄
内
親
善
大
使
の
太

田
政
宏
氏
が
登
場
。
整
理

券
（
無
料
）
は

時
か
ら

10

先
着
２
０
０
食
で
す
。

2014年10月26日
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
10月 23人 24,210円
9月 41人 28,583円

ふじしま秋まつり １０月２６日（日）藤島体育館
「つや姫」の里コーナー 10：00～14：00 「つや姫」の米粉パンの試食

販売も
いも煮・「つや姫」おに 11：00～14：00 セットで500円で販売
ぎり販売コーナー
ＫＯＭＥＫＯカフェ 11：00～13：30 米粉を使ったお菓子
収穫感謝餅つき大会（ふ 11：30、12：30 杵つきもちをふるまい、あん
るまい） はＪＡ女性部手作り
機能性野菜「すいおう」 試食開始11：30 メニュー「炊き込みご飯」「け
の試食とレシピ紹介 んちん」「豚汁」「蒸しパン」

他
シェフおすそわけ 整理券(無料)10：00先 食の都庄内親善大使太田政宏

着200食 氏「小海老とマコモダケの米
料理引換12：00 粉ドリア」

「アル・ケッチァーノ」 料理配布(無料)13:00 「だだちゃショコラ」
からのおすそわけ ～先着200食
ふれあい食センターサン 料理配布(無料)11：00 地産地消給食人気メニュー
サン給食まつり ～先着300食 ｢まぐろと大豆のみそがらめ｣
庄内農業高校、東洋大社 「シフォンケーキ他」
会学部の料理の試食 「すいおううどん」
食の絵画展示 保育園、幼稚園園児の絵
第２５回日本藁文化大祭 10：00～15：00 藁工芸展示

ものづくりコーナー
子ども体験コーナー 10：00～14：00 わら馬・バッテリーカー
キッズコーナー 10：00～14：00 すいおうキャラクターのぬり

絵、折り紙などを準備
ＪＡ直売・売店コーナー 10：00～14：00
包丁研ぎコーナー 10：00～13：30
ふれあいグラウンドゴル 9：00スタート 町内会対抗の団体戦
フ大会

※マイバック、マイはしのご持参お忘れなく

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
へ

鶴
岡
市
が
「
地
域
協
働
推
進
事
業
計
画
」
策
定

鶴
岡
市
で
は
市
民
の
足

を
確
保
し
地
域
公
共
交
通

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
地
域
、
交
通
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
る
「
地
域
協
働
推

進
事
業
」
計
画
を
８
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
は
平
成

年
26

度
か
ら

年
度
ま
で
の
５

30

年
間
で
、

年
度
に
「
路

27

線
の
階
層
化
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
再
編
」
の
計
画
を
策

定
し
、
順
次
路
線
の
再
編

に
よ
り
利
便
性
の
向
上
と

利
用
拡
大
を
推
進
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を
分
か
り
や

す
く
利
用
で
き
る
情
報
提

供
や
、
高
齢
者
い
き
い
き

パ
ス
、
温
泉
施
設
と
の
連

携
な
ど
ま
ち
づ
く
り
と
バ

ス
の
連
携
、
公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
対
す
る
市
民

意
識
の
醸
成
、
地
域
主
体

に
よ
る
公
共
交
通
の
確
保

維
持
な
ど
マ
イ
バ
ス
意
識

醸
成
な
ど
に
取
り
組
む
と

し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
運
行
に
係
わ

る
市
の
負
担
は
約
１
億
４

千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

鉄
道
を
除
く
市
民
１
人
あ

た
り
の
地
域
公
共
交
通
の

利
用
回
数
は
５
・
８
回（
平

成

年
度
）
で
す
。

24ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
65

歳
以
上
の
外
出
を
控
え
た

経
験
の
割
合
は
、
羽
黒
地

域
の

・
２
％
か
ら
温
海

23

地
域
の

・
７
％
（
平

）

32

22

と
な
っ
て
お
り
、
お
お
む

ね
１
割
減
少
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。

羽
黒
市
営
バ
ス
「
上
川

代
・
小
増
川
線
」
は
経
路

・
運
行
ダ
イ
ヤ
見
直
し
で

温
泉
施
設
と
の
連
携
に
よ

り
利
用
者
が
３
割
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

旧
藤
島
町
で
お
こ
な
っ

て
い
た
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
（

歳
以
上
に
年
間

75

枚
）
は
高
齢
者
の
足
を

12確
保
す
る
施
策
と
し
て
大

好
評
で
し
た
が
、
市
全
体

で
お
こ
な
う
と
４
千
万
円

か
か
る
と
し
て
、

年
度

21

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

アンケートによる65
歳以上の外出を控え
た経験の割合（Ｈ22）
鶴岡 26.9％
藤島 26.7％
羽黒 23.2％
櫛引 29.4％
朝日 24.8％
温海 32.7％



「
８
０
２
０
よ
い
歯
の

長
寿
賞
」
の
表
彰
式
が
12

日
、
小
真
木
原
総
合
体
育

館
で
お
こ
な
わ
れ
、
公
募

で
審
査
さ
れ
、

歳
以
上

80

で
自
分
の
歯
が

本
以
上

20

あ
る
高
齢
者
１
０
４
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

藤
島
地
域
の
受
賞
者
は

成
澤
良
一
・
禮
子
夫
妻(

中

町)

、
太
田
傳
二(

中
町)

、

佐
藤
光
一(

駅
前)

、
斎
藤

勝
美(

長
沼
・
下
通)

、
村

上
光
一(

長
沼
・
宮
東)

、

大
久
保
辰
治(

長
沼
・
温

泉)

、
山
口
美
喜
夫(

下
平

形)

、太
田
一
夫(

東
渡
前)

、

齋
藤
仙
意
知(

東
堀
越)

の

氏
で
す
。

10

本
あ
る
と
い
う
成
澤

23
良
一
さ
ん
は
、「
親
が
歯
痛

で
苦
労
し
た
の
で
、
小
さ

い
頃
か
ら
塩
で
歯
茎
を
よ

く
磨
け
と
し
つ
け
ら
れ
、

そ
れ
が
習
慣
に
な
っ
て
今

も
毎
日
１
～
２
回
、

分
10

ほ
ど
じ
っ
く
り
や
っ
て
い

る
。
家
内
は
２
回
や
っ
て

い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
は
新
・
鶴
岡
地
区

歯
科
医
師
会
が
主
催
、
市

の
共
催
で
す
。

私
た
ち
の
歯
は
本
来
32

本
あ
り
ま
す
が
、

本
以

20

上
の
歯
が
あ
れ
ば
食
生
活

に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
生
涯
、
自

分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み

を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
と

の
願
い
を
込
め
て
、「

歳
80

に
な
っ
て
も

本
以
上
自

20

分
の
歯
を
保
と
う
」
と
、

１
９
８
９(

平
成
元)

年
、

愛
知
県
歯
科
医
師
会
が「
８

０
２
０
運
動
」
と
し
て
始

め
、
そ
の
後
厚
労
省
が
全

国
的
に
広
め
た
も
の
で
す
。

藤
島
地
域
以
外
の
旧
町

村
の
受
賞
者
は
、

温
海
地
域
＝
佐
藤
喜
和

子
（
湯
温
海
）、
三
浦
太
美

（
同
）、
五
十
嵐
次
子
（
早

田
）、本
間
保（
山
五
十
川
）、

羽
黒
地
域
＝
金
子
徳
右

衛
門
（
三
ツ
橋
）、
小
泉
や

す
子
（
川
代
）

朝
日
地
域
＝
難
波
邦
基

（
本
郷
）、
阿
部
勝
江
（
下

田
沢
）

叫
べ
東
北
―
戦
争
・
原
発
へ
の

怒
り
音
楽
で

酒
田
出
身
・
白
崎
映
美
さ
ん

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

年
金
者
一
揆

月

日
は
全
国
で
取

10

15

り
組
ま
れ
た
年
金
者
一
揆

の
日
で
し
た
。
山
形
県
は

山
形
市
で
集
会
と
デ
モ
行

進
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
沿
道
か
ら
、
車
の
中

か
ら
、
は
た
ま
た
工
事
現

場
か
ら
と
手
を
振
る
人
が

多
か
っ
た
の
が
特
徴
で
し

た
。

▼
年
金
者
一
揆
の
日
ア
ピ

ー
ル
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

消
費
税
が
上
が
り
物
価
が

上
が
る
。
光
熱
費
・
食
料

・
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
、
生

き
て
い
く
の
に
欠
か
せ
な

い
も
の
が
上
が
り
続
け
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
年
金

を
容
赦
な
く
引
き
下
げ
る

非
道
。
暮
ら
し
て
い
け
な

い
月
額
数
万
円
の
年
金
を

引
き
下
げ
る
非
道
と
訴
え

て
い
ま
す
。

▼
み
な
さ
ん
も
年
金
を
受

け
取
る
時
、
ア
レ
ッ
、
ま

た
減
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
お
年
寄
り
の

生
活
費
が
国
か
ら
減
ら
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
。

▼
今
私
達
の
年
金
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
現
役
の
若
い
人
の
年

金
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら

影
響
す
る
の
で
す
。
こ
れ

を
政
府
は
、
高
齢
者
が
増

え
る
か
ら
若
い
人
が
負
担

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ん
だ
と
、
高
齢
者
と
若
者

を
分
断
す
る
宣
伝
を
し
て

い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
も
。

▼
年
金
者
組
合
は
春
に
、

年
金
引
き
下
げ
に

万
人

12

余
の
不
服
審
査
請
求
を
し

ま
し
た
。
秋
は
こ
の
一
揆

に
向
け
て

万
人
の
個
人

20

請
願
大
運
動
を
実
施
。
こ

れ
を
お
読
み
の
あ
な
た
か

ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ネ
。
こ
れ
を

日
17

に
首
相
に
届
け
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
大
き
く
し
て
政
府
が
勝

手
に
年
金
を
下
げ
ら
れ
な

い
よ
う
頑
張
る
た
め
、
あ

な
た
も
年
金
者
組
合
に
入

っ
て
下
さ
い
ナ
。

▼
私
達
の
生
活
費
を
ヒ
ッ

タ
ク
リ
な
が
ら
大
幅
な
不

明
金
が
国
会
で
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
ヨ
。
憤
れ
、

怒
ろ
う
。
オ
ト
ナ
シ
ク
し

て
い
ら
れ
る
か
っ
て
ん
だ
。

（
石
川
）

しんぶん赤旗日曜版10月19日付「芸能・テレビ欄」

赤
旗
日
曜
版

月

日

10

19

号
芸
能
・
テ
レ
ビ
欄
「
叫

べ
東
北
―
戦
争
・
原
発
へ

の
怒
り
音
楽
で
」、
白
崎
さ

ん
が
登
場
。
白
崎
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
今
夜
は
な
ま
ら

ナ
イ
ト
」
の
常
連
と
し
て

～

年
３
月
ま
で
出
演
、

09

14

ま
た
さ
く
ら
ん
ぼ
テ
レ
ビ

「
昼
ド
キ
！
Ｔ
Ｖ
や
ま
が

た
チ
ョ
イ
す
」
に
出
演
中

で
あ
る
。

酒
田
大
火
で
仮
設
住
宅

暮
ら
し
を
体
験
し
た
こ
と

か
ら
、
東
日
本
大
震
災
以

来
、
何
も
解
決
し
て
い
な

い
の
に
、
少
し
ず
つ
過
去

に
な
り
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
に
、
も
や
も
や

し
て
い
た
と
い
う
。
そ
ん

な
時
、
大
和
朝
廷
に
抵
抗

し
た
東
北
の
ル
ー
ツ
を
描

い
た
小
説
『
イ
サ
の
氾
濫
』

に
出
会
い
、「
東
北
人
は
も

っ
と
叫
ん
で
も
い
い
の
で

は
な
い
か
」
に
衝
撃
、「
こ

れ
だ
ー
っ
と
。
東
北
人
は

権
力
に
従
わ
ず
に
生
き
て

き
た
。
私
の
根
っ
こ
も
そ

こ
に
あ
る
」
と
、
ア
ル
バ

ム
「
ま
づ
ろ
わ
ぬ
民
」
を

発
表
、
全
国
ツ
ア
ー
中
で

あ
る
。

白
崎
さ
ん
の
ア
ピ
ー
ル
。

「
自
然
災
害
な
ら
時
間
が

立
て
ば
治
ま
る
。
…
原
発

事
故
は
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
終
わ
ら
な
い
、
…
ど

う
し
よ
う
も
な
い
怒
り
を

感
じ
ま
す
。
集
団
的
自
衛

権
で
反
対
が
あ
っ
て
も
、

う
ま
く
ご
ま
か
そ
う
と
す

る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
怒

り
で
す
。
…
外
に
出
し
て

行
こ
う
よ
と
。
私
は
音
楽

に
出
し
て
い
く
の
で
す
」。

「
８
０
２
０
よ
い
歯
の
長
寿
賞
」

藤
島
地
域
か
ら
成
澤
良
一
・

禮
子
夫
妻
ら

氏
受
賞

10

成
澤
良
一
・
禮
子
夫
妻
（
ナ

リ
サ
ワ
靴
・
手
芸
店
）


